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環境テクノス株式会社は、1973 年当時、激甚な公害問題に市民や企業、行政が悩まされて

いた北九州市において、創業者の「世のため人のために」という願いを実現するために創業さ

れた会社です。2023年には創業から 50年を迎えますが、創業時から続く環境測定・分析業を

はじめ、環境調査や環境アセスメント、環境に関する課題解決や苦情対応などのコンサルタン

トなど社会の変化に対応し、常に環境分野において人々の役に立つことを使命として事業を展

開しております。 

一言に環境に関する課題と申しましても、公害問題からはじまり、廃棄物や生物多様性、地

球温暖化など色々と形を変えながら、今では世界的な課題となっています。これらの変化に対

応するためには、時世を読み取り対応する技術者の育成が必要不可欠です。これからも、環境

保全に必要な価値ある情報・技術を提供することができる人の育成、技術の伝承を行い、お客

様のご要望に応えてまいります。 

  お客様をはじめ社会に貢献できる企業であり続けるために、今後とも努力してまいります。 

 

代表取締役社長   鶴 田  直 

 

 

 

 

 

私たちは環境技術を高め、安全・安心な企業づくり、社会づくりに貢献します。 

 

(行動方針) 

・環境コンサルタントとして、誇り、使命感をもって行動します。 

・厳格な品質管理を行うとともに、顧客の課題に対し迅速に対応します。 

・真摯に顧客に対応することにより、お客様との信頼関係を築いていきます。 

・社員がやりがいと生きがいを持てる会社になります。 

 

 

1.代表者挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.経営理念 
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事業所名 環境テクノス株式会社 

代表者名 代表取締役社長 鶴田 直 

所在地 本社 〒804-0003 北九州市戸畑区中原新町２番４号 

ひびき研究所  〒808-0002 北九州市若松区向洋町１０番２１地内 

福岡支店  〒812-0013 福岡市博多区博多駅前東１丁目１０番２３号 

大分支店  〒870-0938 大分市今津留２丁目１番２７号 

山口営業所  〒759-0211 山口県宇部市西宇部南３丁目３－２ 

長崎営業所  〒859-3213 長崎県佐世保市権常寺町１１９８－２ 

  

統括管理責任者 神野 亮太 

 連絡担当者  平野 晃一 

 ＴＥＬ  ０９３－８８３－０１５０ 

 ＦＡＸ  ０９３－８８３－０７０１ 

 Ｅ-mail kankyo@kan-tec.co.jp 

 ＵＲＬ  https://www.kan-tec.co.jp/ 

  

事業の概要 環境に関する総合コンサルタント 

 (環境測定・分析、環境アセスメント、環境計画、研究・開発、

エンジニアリング、メンテナンス) 

事業年度  ４月１日 ～ 翌年３月３１日 

資本金  ４０百万円 

 従業員数 ６３人 

 床面積  本社：1,417m
2
   ひびき研究所：337m

2
 

３.組織の概要 
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当社は、上質な情報、何事にも真摯に取り組む社風、環境分析・調査業務等の技術的レベル

の高さとともに、気軽に相談できる環境総合コンサルタントとして幅広い環境分野で業務展開

を図っています。 

会社資格 ・建設コンサルタント業           ： 建 30第 6220号(建設環境部門) 

・測量業                         ： 第(6)-23590号 

・計量証明事業(濃度)             ： 福岡県 第 12号 

・計量証明事業(音圧レベル)       ： 福岡県 第 17号 

・計量証明事業(振動加速度レベル) ： 福岡県 第 7号 

・作業環境測定機関               ： 福岡労働基準局 第 40-6号 

・土壌汚染対策法指定調査機関     ： 2003-7-2006 

・建築物飲料水水質検査業         ： 福岡県 28水第 48号 

・産業廃棄物収集運搬業           ： 福岡県 第 4000027250号 

・特別産業廃棄物収集運搬業       ： 福岡県 第 4050027250号 

 

有資格者 《 コンサルタント関連 》 

・博士           ：１名 

・技術士(総合技術監理)   ：１名 

・技術士(建設環境)     ：３名 

・技術士(環境)       ：４名 

・ＲＣＣＭ         ：４名 

・測量士          ：３名 

・環境アセスメント士    ：２名 

 

《 分析関連 》 

・環境計量士        ：13名 

・作業環境測定士      ：12名 

・臭気判定士        ：３名 

・土壌汚染調査技術管理者  ：４名 

・公害防止管理者      ：17名 

・建築物石綿含有建材調査者 ：１名 
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快適かつ安全な社会環境の実現をめざし、環境総合技術コンサルタントとしての社会的責任を果

しつつ、あらゆる機会を捉えて自然環境の保全や循環型経済社会の実現のために活動を展開し、地

域環境、地球環境の保全に取り組んでいます。 

具体的には、以下の産･官･学･民（ＮＰＯなど）と連携し、国際協力、普及･啓発活動などに積極

的に参加し貢献しています。 

 

加入団体 ・(一社)日本環境アセスメント協会       ： 九州・沖縄支部・運営委員 

・(一社)日本環境測定分析協会           ： 九州支部・運営委員 

・福岡県環境計量証明事業協会           ： 副会長 

・(公社)日本作業環境測定協会           ： 九州支部・運営委員 

・(公社)日本分析化学会 

・(一社)日本音響学会 

・九州環境エネルギー産業推進機構(K-RIP)     ： 理事 

・北九州市環境産業推進会議  

・北九州環境ビジネス推進会(KICS)            ： 会長 

・(公財)北九州国際技術協力協会(KITA) 

・テクノミクス北九州(異業種技術交流研究会)  ： 幹事 

・北九州商工会議所                      ： 化学・エネルギー部会 

副部会長 

・北九州ＥＳＤ協議会                        ： 副理事長 

・エコデザイン研究会・デジタルコミュニティ部会 

・(一社)ＥＣＯ技術協会                      ： 業務執行理事 

 

 

 

陶磁器の原料である陶土と植物由来のプラスチックを原料とする新しい天然素材は、従来の陶磁

器と比べて低温・短時間で焼き上げるため、省エネだけでなく、製造時のＣＯ2発生を大幅に削減(約

８割減)することができます。また、枯渇する化石資源を必要とせず、廃棄後も同じ素材として循環

利用することが可能です。 

 

知的財産 ・成形用組成物     ： 特許 第 6221098号 
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1999年１月 ISO 14001:1996 認証登録（本社） 

2003年１月 環境目標に有益な影響（環境貢献）を加え、活動開始 

2006年１月  ISO 14001:2004 認証登録（本社、ひびき研究所） 

2012年 7月 省エネ対策（省電力型照明設備導入、節水型トイレ導入） 

・電気使用量削減、水使用量削減 

  

2012年８月 省エネ対策（ガラス断熱処理、デマンド監視サーバ導入） 

・電気使用量削減 

  

2012年９月 省エネ対策（省電力型空調機導入） 

・電気使用量削減 

 

2012年９月  日本環境共生学会にて「国内クレジット」等の論文発表を行いました 

 

４.環境関連活動の主な経歴 
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2012年 10月 「環境テクノス・ビジョン 2020」を策定しました 

・始動！ 環境コンシェルジュ  

～「環境＋アジア」で頭に浮かぶ会社を目指す！ 

 

2013年３月  前社長（当時社長）が外務省の依頼を受けて中国上海市及び重慶市で講演 

を行いました 

・日中で手を携えて青い空を作ろう ～日本の経験と環境保護の技術 

 

2013年 11月  中国南京で行われた「中国国際環保産業博覧会」に福岡県ブースの１社と 

して出展し、社長（当時副社長）が環境測定分析精度の重要性について講演 

を行いました 
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2014年１月  省エネ対策（屋上断熱塗装） 

・電気使用量削減 

 

2014年４月 「エコドラ北九州プロジェクト」に参加し、エコドライブ活動の推進を 

開始しました 

 

2014年５月 インドネシア・スラバヤ市における市民のための安全な飲料水供給と水質 

改善事業に参加しました 

（北九州市、ＪＩＣＡ、ＩＧＥＳ） 

2014年 12月 日本最大級の環境展示会「エコプロダクツ 2014」に、当社のエコ製品等を 

中心に展示しました 

2015年１月 省エネ対策（空調機デマンド制御） 

・電気使用量削減 
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2015年２月  北九州市環境首都検定の上級編にグループ受験し、企業・団体部門で 

「成績最優秀賞」を受賞しました 

  

2015年７月 「環境分析における“ものさし”（溶出試験用土壌標準物質）の製造」に 

おいて、独創的な製品や技術、サービスを提供する優れた企業として「北九 

州オンリーワン企業」に認定されました 

 

2015年 12月 省エネ対策（社用車を省燃費車へ切り替え開始） 

・ガソリン使用量削減 

2016年５月 G7伊勢志摩サミットのカーボン・オフセットへの協力として、自社で所有 

する国内クレジット 50ｔを無償提供しました 
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2016年６月 前社長が中国大連市より「第五届十大環保人物」として表彰されました 

 

2017年 11月 共同開発を行った「環境配慮型新素材」の特許を登録しました 

土と植物からできたハイブリッド天然素材です 

 

2018年６月 省エネ対策（水道水を貯水槽式から直送式に変更） 

・電気使用量削減 

2020年２月 エコアクション 21 認証登録 

 

2021年４月 2021年の春の叙勲において、前社長が「旭日単光章」を受章しました 

『永年にわたる北九州市での環境産業推進に大きく貢献した功績』に対して

叙勲されることとなりました 
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2021年４月 省エネ対策（大型冷蔵庫更新） 

・電気使用量削減 

 

2021年７月 大分支店移転（空調機、照明の規模縮小） 

・電気使用量削減 

2021年 11月 北九州市のＳＤＧs登録制度第１次募集にて、当社は「北九州ＳＤＧs登録事

業者」として登録されました 

ＳＤＧs達成に向けた重点的な取り組みとして「太陽光発電の導入」「環境改

善や技術力向上に関するセミナーの受講を通して、持続可能な社会実現の支

援ができる技術者の育成」「環境改善提案により、環境と経済の両立を図る支

援を行う 特に省エネ診断等の地球温暖化に関する事業に力を入れていく」

ことなどを宣言しています 

 

 

   

2021年１月 省エネ対策（非常灯の一部を LED化） 

・電気使用量削減 
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2022年３月 2021 北九州 SDGs 未来都市アワードにて、当社が取り組む活動が SDGs の達成

に寄与し他の模範になると認められ、SDGs賞として表彰されました 

 

 

2022年 11月 本社の非常灯(48本)及び CCFL照明(386本)を LED化しました。 

今回の工事により、本社照明設備の 99％が LEDとなりました。 

 

 

2023年３月 本社倉庫屋上に太陽光パネル(24kW)を設置しました。 
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代表取締役社長

（鶴田 直）

統括管理責任者

（神野亮太）

コンサルタント
環境事業部 営業部 管理本部

事業部

(5名)

 

環

境

技

術
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び
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究

所

 

水
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大
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山

口

営

業

所

 

長

崎

営

業

所

※ 認証・登録範囲： 全組織・全活動

事務局

（管理本部）

システム管理委員会

（部門／部署長）

 

設

備

管

理

課

 

本

社

営

業

 

福

岡

支

店

 

大

分

支

店

 

総
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ム

管

理

部

(12名) (36名) (8名)

5.実施体制 
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澄み切った青空と清らかな水、豊かな大地にあふれる緑、環境テクノス株式会社のテーマは

誰もが生きていることに感動する「快適で健康な環境」を創ることです。 

環境先進都市、北九州市に立地する当社は、環境総合技術コンサルタントとして企業の社会

的責任を深く認識し、環境の保全に必要な価値ある情報、高品質のサービスを提供することに

よって環境貢献を推進します。 

 

 

 

 

１． 環境保全に必要な価値ある情報・サービスを提供するため、自らの技術力向上に努めます。 

  

２． 顧客に対して、環境に配慮した提案を推進します。 

 

３． 環境保全に関する持続的な改善を行い、汚染の予防に努めます。 

 

４． 当社の事業活動、製品及びサービスにかかわる環境法令、条例及びその他の要求事項を遵

守します。 

 

５． 環境経営目標を設定し、それらを達成するためのシステムを実行します。 

 

６． 環境経営の継続的改善を実施します。 

 

７． 従業員に対して本方針を周知するとともに、適切な教育を徹底します。 

 

８． 環境への取組を環境経営レポートとして一般に公開します。 

 

 

１９９８年５月１日制定 

２０２２年４月１日改定 

環境テクノス株式会社 

代表取締役社長 鶴田 直 

 

  

6.環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動指針 
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 当社は 1999年に ISO14001を認証取得し、18年間にわたり認証を継続してまいりました。 

その後、2019年よりエコアクション 21の運用を開始し、2020年に認証登録を行いました。 

これまでの取組の中において、省電力型設備への更新、遮熱対策、省エネ車両への更新、節水型 

設備への更新などを行い、日常的な省エネ活動やリサイクルの推進などを行っています。しかしなが

ら、二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量に関しては受注業務の内容によって影響を受けるた

め、日常的な管理活動を継続しつつ、更なるエネルギー使用量の削減について検討を進めてまいりま

す。 

 一方、有益な活動に関しては 2003 年より全部門部署がそれぞれの特色を生かした効果的な成果が

期待できる目標を設定し、全社で取り組みを行っております。 

 高品質な環境関連サービスを提供するため、自らの技術力向上に努めるとともに、お客様に対して

環境保全に必要な価値のある情報を提供してまいります。 

 

 

項 目 単位 (基準値) 2022年度 

 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 229,096 185,013 

 産業廃棄物排出量の削減 t 10.0  8.0 

 水使用量の削減 m
3
 1,013  890 

 自らが提供するサービスの改善 － － 別途管理 

・化学物質は試薬管理システム等により別途適正に管理を行う。 

・電気の二酸化炭素排出係数は、九州電力(株)平成 27年度の 0.528kg-CO2/kWh を用いた。 

・基準値は、エコアクション 21運用開始前の 2016～2018年度３年間の平均値。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.環境経営目標 
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１．電気使用量の削減 

活動項目 責任者 評価 次年度 

COOL BIZ,WARM BIZ運動の推進 吉原 習慣化済 活動継続 

エアコンの設定温度を定める 

（夏：26～27℃、冬：21～22℃） 

神野 習慣化済 活動継続 

エアコンフィルターの清掃実施（年２回） 池崎 習慣化済 活動継続 

デマンド制御による空調機使用電力の抑制 平野 習慣化済 活動継続 

昼休みの消灯（休憩室を除く） 各部署長 習慣化済 活動継続 

長時間席を離れる場合のパソコン電源 OFF 各部署長 習慣化済 活動継続 

 

２．ガソリン使用量の削減 

活動項目 責任者 評価 次年度 

 エコドライブ運動の推進 平野 習慣化済 活動継続 

 エコカーへの計画的な更新 吉原 全車完了 活動継続 

 

３．廃棄物排出量の削減 

活動項目 責任者 評価 次年度 

 分別の徹底（紙、かん、ペットボトル） 池崎 習慣化済 活動継続 

 両面印刷、両面コピーの有効利用 各部署長 習慣化済 活動継続 

 

４．水使用量の削減 

活動項目 責任者 評価 次年度 

節水活動の推進（流しっぱなしにしない） 尾濱 習慣化済 活動継続 

 

５．自らが提供するサービスの改善 

活動項目 責任者 評価 次年度 

高品質な環境関連サービスの提供（技術力向上） 各部署長 良好 活動継続 

環境保全に必要な価値ある情報の提供（提案） 各部署長 良好 活動継続 

 

 

 

8.環境経営計画 
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 ２０２２年度の実績は以下のとおりであった。 

項 目 単位 目標値 実績値 比率 判定 

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 185,013 183,846 1％削減 ○ 

 電気使用量の削減 kWh 219,694 218,621 1％削減 ○ 

ガソリン使用量の削減 L 26,000 24,913 4％削減 ○ 

ガソリン車の燃費 km/L 14.61 15.29 5％向上 ○ 

産業廃棄物排出量の削減 t 8.0 7.7 4％削減 ○ 

水使用量の削減 m
3
 890 805 10％削減 ○ 

自らが提供するサービスの改善 － （別紙にて管理） 

・電気の二酸化炭素排出係数は、九州電力(株)平成 27年度の 0.528kg-CO2/kWh を用いた。 
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 年度目標の 185,013kg-CO2に対して実績は 183,846kg-CO2であり、目標を達成しました。電気使用

量に関しては、分析機器等の増設があったものの、年度後半に非常灯の LED 化、CCFL 照明の LED 化

を行い、使用量の削減を行うことができました。また、年度末には本社倉庫屋上への太陽光パネルの

設置、本社分析室の大型冷蔵庫更新なども行い、次年度の効果に期待するところです。 

ガソリン使用量の削減に関してはエコドライブ活動を継続しており、ハイブリッド車の増車など

もあってガソリン車の燃費は 5％向上しました。車両の走行距離は昨年と大差はなく、使用量は削減

できました。 

 

 
 

 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

( kg-CO2 )

二酸化炭素排出量の推移

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

35,000 

40,000 

電気使用量

( ×10kWh )
ガソリン使用量

( L )

電気使用量・ガソリン使用量の推移

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素排出量の削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



19 

 

 

 

 年度目標の 8.0tに対して実績は 7.7tであり、目標を達成しました。 

当社より排出される産業廃棄物の主となるものは、受注業務に伴って発生する機器からの廃液、分

析サンプル、試薬の容器や分析廃液などとなっていますが、本年度は分析サンプルの増加や社内改装

に伴う金属くずの発生などにより、前年比では増加した結果となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 年度目標の 890m
3
に対して実績は 805m

3
であり、目標を達成しました。 

なお、当社の水の使用量は分析業務等の種類や数量によって影響を受けるため、産業廃棄物発生量

と同様に受注業務の内容によって多少変動します。 
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 全部門が部署毎に年度目標を策定し、取り組みを行っています。 

コンサルタント事業部門、環境事業部門では、高品質な環境関連サービスを提供するため、自らの

技術力向上に勤め、業務の内容に応じて専門スタッフが共働し、あらゆる角度から検討を進めて、お

客様に現実的で実効性のある環境改善のための提案を積み重ねています。 

 また、営業部門では、環境保全に必要な価値ある情報・サービスを提供するための機会を増やす努

力を行い、管理部門では、技術部門が高品質のサービス提供ができるような仕組み作りを行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年度 建材中のアスベスト分析技能試験合格証 

 

 

 

令和３年度 作業環境測定 精度管理優良賞 

（平成 27年度より連続４回表彰） 

 

自らが提供するサービスの改善 
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 次年度及び中期環境目標は以下のとおりです。 

項 目 単位 (基準値) 2023年度 2024年度 2025年度 

 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 229,096 183,163 181,331 179,518 

 産業廃棄物排出量の削減 t 10.0 8.0 8.0 8.0 

 水使用量の削減 m
3
 1,013 880 870 860 

自らが提供するサービスの改善 － － 別途管理 

・化学物質は試薬管理システム等により別途適正に管理を行う。 

・電気の二酸化炭素排出係数は、九州電力(株)平成 27年度の 0.528kg-CO2/kWh を用いた。 

・基準値は、エコアクション 21運用開始前の 2016～2018年度３年間の平均値。 

 

 

 

 

 

 

 環境関連法規等については、環境法令管理システム、官報、公報などにより、随時最新情報を入手

しております。 

環境関連法規制等一覧及びそれらの遵守状況を確認した結果、下水道法、水濁法、毒劇法、廃掃法、

消防法、フロン排出抑制法等、環境関連法規制等への違反はありませんでした。 

また、関係当局からの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

10.次年度及び中期環境経営目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.環境関連法規等の遵守状況、訴訟等の有無 
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本年度は、二酸化炭素排出量の削減、産業廃棄物排出量の削減、水使用量の削減について、

全ての項目で目標を達成できました。 

近年、分析機器の増強等により本社の電気使用量が増加する要因が増えています。本年度は

削減対策として、本社屋非常灯（蛍光管）の LED 化、省エネ設備として導入しておりました

CCFL 照明の LED 化を行い、結果として電気使用量を削減することができました。年度末には

本社倉庫屋上への太陽光パネルの設置や大型冷蔵庫の更新を行っており、次年度以降の効果に

期待するところです。 

ガソリン使用量の削減対策としては、ハイブリッド車の増車を行いました。全車両での移動

距離は前年と大差ありませんでしたが、燃費は向上し、ガソリン使用量を削減することができ

ました。年度末には太陽光パネルの設置と合わせ、電気自動車の導入も行っています。今後も

エコドライブ活動を継続しつつ、省燃費車両への更新につきましても継続してまいります。 

産業廃棄物の排出量につきましては、本社レイアウト変更により金属くずの発生があったた

め、前年比では増加してしまいましたが、目標としては達成しております。 

自らが提供するサービスの改善につきましては、全社で積極的な取り組みを行っており、今

後も各部門部署の特色を生かした活動を策定し、お客様をはじめ、社会に貢献できる取り組み

を継続して行く所存です。 

今後、更なる省エネ対策を検討するにあたり、本社屋フロアー毎の電気使用量を把握できる

よう改善指示し、二酸化炭素排出量の削減を継続できるよう努力致します。 

12.代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

 

 

 

 

 


